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日本文理大学 地（知）の拠点整備事業（大学ＣＯＣ事業） 

令和元年度 連携推進会議 次第 

 

日 時：令和元年７月１７日（水）１５：００～１７：１５ 

場 所：日本文理大学 情報センター７階 

  プレゼンテーションルーム（全体会・第１分科会） 

第３会議室（第２分科会） 

 

＜全体会①：１５：００～１５：２５＞ 

１． 開会： 開会あいさつ（学長 菅 貞淑） 

２． 運営ガイドラインの変更について  参考資料１・２ 

３． 出席者紹介 

４． 議事 

（１）平成 30 年度取組結果  資料１－１～４ 

（２）令和元年度事業計画  資料２－１～２ 

 
＜分科会：１５：３０～１６：５５＞ 

（３）各プロジェクトの取組結果・計画発表、意見交換会 

（報告 各 10 分＋質疑 5分、全体意見交換 10 分程度） 

分科会①＜プレゼンテーションルーム＞：  

報告タイトル 報告者 地域課題該当テーマ 

豊後大野市の地域資源を活かしたフィールド・ス

タディ科目への展開と地域観光プロモーション

における需要予測に関する研究 
今西教授 

３．自然の積極的な活用による保全と地域

活性化（観光・教育） 

７．地域ブランドの発掘による交流人口の

増加・産業の活性化 

地域住民主体の地域づくり支援～豊後大野市千

歳町 つながりある地域に向けて 
坂口准教授 

５．健康増進及び生活支援によるコミュニ

ティの維持 

高齢者向けものづくり教材の開発 
鈴木（秀） 

教授 

１．小規模・高齢化が深刻な集落における

コミュニティの維持・活性化 

２．人口減少社会を支えるための先進的な

ものづくり 

豊後大野市大野町土師地区における住民と学生

による地域コミュニティ維持活動 
池畑教授 

１．小規模・高齢化が深刻な集落における

コミュニティの維持・活性化 

学生の地域資源を活用した観光プロモーション

活動におけるコース・学科を横断した教育改革 
本村教授 

３．自然の積極的な活用による保全と地域

活性化（観光・教育） 

７．地域ブランドの発掘による交流人口の

増加・産業の活性化 
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分科会②＜第３会議室＞： 

報告タイトル 報告者 地域課題該当テーマ 

地域に生きるものづくりの取り組み～木佐上地

区における教育研究活動 
福島教授 ２．人口減少社会を支えるための先進的な

ものづくり 

佐賀関地区における景観分析とハウジング提案

／空き家ストックを活かしたまちづくり提案 
近藤教授 

１．小規模・高齢化が深刻な集落における

コミュニティの維持・活性化 

佐賀関地区における地域コミュニティ活動を通

じた交流人口拡大と地域の活性化 

／三重町における商店街活性化支援 

吉村教授 

１．小規模・高齢化が深刻な集落における

コミュニティの維持・活性化 

４．地域商店及び商店街の活性化による地

域振興 

７．地域ブランドの発掘による交流人口の

増加・産業の活性化 

地域創生のための学生目線による地域企業リク

ルートビデオ制作プロジェクト 

小島教授 
星芝准教授 

Ｌ．「おおいた、つくりびと」育成のための

基盤となる活動 

海洋教育と観光の拠点化の取り組み～大分市 

田ノ浦ビーチ～ 
中西准教授 

３．自然の積極的な活用による保全と地域

活性化（観光・教育） 

 

＜全体会②：１７：００～１７：１５＞ 

 （４）分科会報告 

（５）その他 

５． 今後のスケジュールについて 

６． 閉会 

事務局：日本文理大学 学長室 

【配付資料一覧】 

○ 次第 
○ 出席者名簿／配席図 

○ 資料１－１： 平成 30 年度事業のまとめ（Ａ３） 
○ 資料１－２： フォローアップ（選定時の申請書における達成目標の進捗状況） 
○ 資料１－３： 平成 30 年度 アンケート結果 集計表／自県内入学者及び自県内就職者の状況 
○ 資料１－４： 平成 30 年度 事業検討･評価委員会 外部委員 事業評価報告書 
○ 資料２－１： 平成 31 年度大学改革推進等補助金（大学改革推進事業）調書 
○ 資料２－２： 令和元年度 日本文理大学 COC プロジェクト一覧  
○ 参考資料１： ＣＯＣ事業の本年度以降の取り組み方針について 
○ 参考資料２： 地（知）の拠点整備事業 連携推進会議 運営ガイドライン 
 
○ 分科会資料： 各発表者資料 


